
明日を拓く日本の旅行業の在り方 
～マレーシアの観光産業に学ぶ～ 
ＪＡＴＡ若者トラベル研究会 



「ＪＡＴＡ若者トラベル研究会」とは？ 

目的と趣旨 
・現在の日本の旅行業界を取り巻く課題を検証 
・時代の変化に対応した新たなビジネスモデルを模索 
・そのための政策提言を業界や国に対して行う 
 

本日のゴールは・・・ 



「ＪＡＴＡ若者トラベル研究会」とは？ 
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活動記録 

4/17  第一回ミーティング ＠JATA会議室 
5/15  第二回ミーティング ＠JATA会議室 
6/12 – 6/13 箱根合宿 ＠ホテルおかだ 
7/6 ― 7/11 マレーシア研修 
8/11  フォローアップ ＠JATA会議室 



▶第一回＠JATA会議室 

★内容 
①第３期JATA若者トラベル研
究会発足 
 
②観光ジャーナリストの視点か
ら「今、わたしたちにできること
～旅行業界を取り巻く環境、 
歴史的変遷と危機的現状」と 
題して、現状の旅行業の現状
と把握 
 
③マレーシア政府観光局より 
「今後の日本業界の在り方を
模索する」というテーマでマレ
ーシアを比較対象としながら、
日本における今後の国や業界
からの視点で今後の在り方を
模索 

集合写真 講義① 

講義② 親睦会 

第３回JATA若者トラベル研究会発足！！ 



▶第二回＠JATA会議室 

★内容 
①大学より講師をお招きし「業
界イノベーションを興すために
～君たちに求められるこれか
らの旅行業」と題して他国の
事例を含めたTWOWAY 
TOURISM・国際的着地型観
光・専門特化型セールスなど
の先進的な事例を学ぶ 
 
②日本が抱える課題の整理と
課題解決までのアプローチを
ディスカッション検証 

講義① ディスカッション 

ディスカッション 



▶箱根合宿＠ホテルおかだ 

★内容 
 
１泊２日での箱根合宿 
①「明日を拓く日本の旅行業
の在り方」と題して前回までの
振り返り 
 
②前回までのキーワード 
「交流（教育）」・「社会制度」 
・「環境の変化」をもとにチー
ム分けを行い、次回のマレー
シア実施研修での確認すべき
点の絞り込み 

グループ別発表 

グループ別協議 懇親会 

グループ別発表 

初の合宿！メンバーの距離が一気に近づき、 
より深い議論ができるようになりました。 



▶マレーシア研修 

日程表貼付 

 
★訪問箇所 
 
【ペナン】 
・ Universiti Sains Malaysia  
・ Penang Global Tourism & Penang 
Centreof Education Tourism  
・KDU College Penang for MyCenTHE 
program 
 
【クアラルンプール】 
・Halal Industry Development 
Corporation  
・Apple Vacations & Conventions Sdn. 
Bhd. 
・Embassy of Japan in Kuala Lumpur 
・Malaysia Convention & Exhibition 
Bureau 
・ Prince Court Medical Centre (TBC) 
・Mitsui Outlet (KLIA Aeropolice) 

Halal Industry Development Corporation 

Apple Vacations Apple Vacations 



Land Operator とディスカッション 

▶マレーシア研修 

Prince Hotel & Residence Kuala Lumpur 
(現 Pullman Kuala Lumpur City Centre 

Hotel and Residences) 

プトラジャヤ 

在マレーシア日本国大使館 

クアラルンプールの屋台街の中華料理 

Malaysia Convention & Exhibition Bureau 
 

ペトロナスツインタワー 



▶フォローアップ＠JATA会議室 

★内容 
 
マレーシア実施研修をもとに再
度テーマを再考し、実際のプレ
ゼンテーションをイメージしなが
らの今後の旅行業界の在り方
を模索 

プレゼン内容打ち合わせ 

プレゼン内容打ち合わせ 

グループ発表 

集合写真 

さあ、いざ本番（今日）へ！！！ 



提案・国編 

キーワード・・・「環境整備」 
      「海外プロモーション」   
      「学校教育」 



J-Horizons 代表取締役社長 
堀 伸哉 様 

Badaruddin Mohamed教授 

提案・国編 環境整備 

■持続可能な観光産業へのヒント 
 

Universiti Sains 
Malaysia 

現地ツアー 
オペレーター 
ミーティング 

マレーシアではホスピタリティー
産業の外国人労働者比率が30％ 

↓ 
マレーシア的なおもてなしを 

体験いただけていない 

マレーシアでは、７人以上の団体に必ず
国家ライセンスガイドを付けるルール 

↓ 
ガイドの利用義務付けによる、 

正しい文化／魅力の発信 

 



提案・国編 環境整備 

• 日本文化継承と魅力の発信、リピーター創出（ガイド活用と法令遵守） 
• 観光地の基礎体力維持向上（サービス提供と適正な対価獲得） 
 

細分化する嗜好と 
期待する 

旅行先の独自性 

 訪れなければ 
 知り得ない魅力の発信 

期待以上の体験 
による 

リピーター創出 

 



提案・国編 環境整備 

■危機管理情報と選択肢の提供 
 

Halal Industry Development Corporation 

三井アウトレットパーク  
クアラルンプール空港セパン（館内サイン） 

食品／化粧品／医薬品等を 
ニーズによって明確に区分 

↓ 
選択肢の提供 

 



提案・国編 環境整備 

• 多文化対応（食品／化粧品／医薬品等、原材料公共サイン統一化） 
• 旅行者安心／安全確保（危機管理情報即時多言語発信、ツール利用） 

観光庁災害時ポータルサイトより 東京都多言語メニュー作成支援ウェブサイトより 

食材ピクトグラム 

 



提案・国編 
現状の課題 

・インバウンド成長 

マレーシアでの実例 

・訪日旅行の動機 
⇒TVドラマ・映画・雑誌 
 アニメなどのポップカルチャー 

海外プロモーション 

提案 

＊東京都が配信するロケ地紹介アプリ 

 ＊参考資料 観光庁ホームページ 
・海外TVドラマ・映画ロケ地誘致 
 

・WEB・SNSを活用した日本文化の情報発信 
 

  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2014年に過去最高を記録し急成長を遂げてきた「インバウンド」ですが、今後も継続的に成長するために現在の取り組み以上に出来ることはあるのでしょうか。円安の影響など現在の経済環境は「インバウンド」を促進するうえで追い風です。しかし今後、景気がどう変動するか全く分からないリスクを抱えているのも事実です。2020年東京オリンピック・パラリンピック開催という話題性はありますが、一過性のものではなく2020年以降も訪日外国人旅行者を増加させる要素が必要となります。今回訪問したマレーシアは2014年には訪日外国人旅行者数8位となりましたが、現地で主な訪日の動機をたずねたところ、テレビドラマや映画、雑誌など「メディア」にからの影響とアニメやゲームなどの「ポップカルチャー」による影響が圧倒的に多く聞かれました。東京都は今年の3月から映画やドラマの東京ロケ地を5か国語で紹介するアプリを配信しています。また最近では海外のテレビドラマや映画、アーティストのPVのロケ地誘致を行っている各自治体も増えてきています。観光庁と企業による官民連携の訪日プロモーションなどは既に実施されていますが、今後さらに一都市ではなく国として「クールジャパン」を海外へ戦略的に発信していくことが求められていると思います。



提案・国編 
現状の課題 

①インバウンドとアウトバウンドのバランス 
 ⇒ツーウェイ・ツーリズム 
 
 

学校教育 

＊参考資料 
観光立国推進基本計画 
観光庁「観光白書」 

日本  

諸外国  インバウンド 

アウトバウンド 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では急成長している「インバウンド」に対し、「アウトバウンド」の現状はどうなっているのでしょうか。こちらは「インバウンド」と「アウトバウンド」の経年のバランスを表したグラフです。日本各地で訪日外国人旅行者を見かける機会が多くなってきました。このグラフにある通り、2011年までは日本人海外旅行者数と訪日外国人旅行者数の差は約800～1,000万人と大きな差がありました。それから約3年をかけて、2014年にはこの差も約300万人まで縮まってきました。日本政府観光局の発表によると、今年の1～7月までの累計では既に訪日外国人旅行者数が日本人海外旅行者数を約200万人も上回っています。「インバウンド」が大変クローズアップされる昨今ですが、「アウトバウンド」に関する取り組みは果たして拡大しているのでしょうか。皆様が住まわれている地域でも、海外旅行を促進するような具体的な活動を耳にされることはまだまだ少ないかと思います。「インバウンド」と「アウトバウンド」の逆転を抑え、ツーウェイツーリズムを成り立たせるには、我々日本人に対し、海外旅行を促進する取り組みが必要となる状況であることをもっと深く理解しなくてはならないのかもしれません。



提案・国編 
現状の課題 

②若者の旅行離れ 
 
 
+ 

学校教育 

＊参考資料 
一般社団法人 日本旅行業協会
「数字が語る旅行業2015」p.5 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「アウトバウンド」が伸び悩む背景にはこの表が示す通り、20代を中心とする若者が海外旅行をしなくなっているという状況があります。もちろん、少子化が進む現代で若者の総数自体が年々減少していることが理由の一つに挙げられますが、その他にどうの様な原因があるのでしょうか。インターネットの普及により、いつでも世界中の情報を手に入れることが出来るようになった結果、わざわざ海外に行く必要がないと考えるようになった・・・。お金に余裕がない・・・。仕事が忙しくなかなか休みが取れない・・・。など、様々な要素が起因しているかと思います。最近ではSNSに諸外国がアカウントを作成し、自身の国をアピールする投稿をよく目にするようになりました。興味をそそる情報がインターネットを含め、周りに溢れる環境下だからこそ、若者が海外旅行に積極的になるための対策も必要となるのではないでしょうか。



提案・国編 
マレーシアでの実例 

・主要３民族が入り混じる多民族国家ならではの異文化理解 
 

・多言語教育≪マレー語・民族別言語・英語≫ 

学校教育 

儒教 

イスラム教 仏教 

キリスト教 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで今回訪問したマレーシアでの実例を紹介します。まずマレーシアはマレー系・中国系・インド系と3つの主要民族と地域の歴史が複雑に入り混じって並存する多民族国家です。その為、異文化への理解がとても深く、寛容な考え方が根付いています。この写真のように、マレーシアでは同じ地区内にイスラム教や仏教、キリスト教など多様な宗教建築物が見られます。公用語はマレー語ですが、それぞれの民族が持つ母語が存在する多言語国家でもあります。また現在のマレーシアでは産業の高度化を実現し、国として経済発展を遂げるため、英語教育を重要な位置づけとしています。このように「マレー語・民族別言語・英語」と様々が言語に囲まれた環境にあるからこそ、諸外国への興味と理解が深いのかもしれません。



提案・国編 
提案 

学校教育 

学校授業への観光学取り入れ 

異文化理解教育 

「実用性」を重視した語学教育 

留学支援制度の拡大 

ワーキングホリデー制度の拡張 

修学旅行の行き先を海外へ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは日本人が積極的に海外へ渡航する為に、我々にどの様なことが出来るのでしょうか。それは人が成長するうえで大きな影響を受ける教育現場での取り組みではないかと思います。「実用性」を重視した語学教育の実施や通訳ガイドによる特別授業を取り入れることは、グローバル感覚の早期養成や業界へ興味を持つきっかけになります。また海外に触れるきっかけ作りとして、修学旅行先を海外にすることや短期集団留学などを積極的に行い、一人では勇気がなく踏み出せない一歩が出しやすくなる入口を増やしていかなくてはなりません。そしてその経験が糧となり、積極的に海外へ繰り出すアグレッシブな若者を育てていくことになるのではと考えます。



提案・旅行業界編 

キーワード・・・「人財育成」 
      「旅行需要の創出」   
      「安心・安全」   



≪課題≫ 
•人財流出の歯止め 
•新しい優秀な人財へ門戸を広げる 

提案・旅行業界編 人財育成① 奨学金制度 

旅行業界に 
       奨学金制度を！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■就職率：平均12％これは、各会社が実数を出している可能性の方が低い。よって、必ずしも正しいとは言えない。（一般的には30%と出ていたが本当か？）トラベルビジョン(2007) http://www.travelvision.jp/news/detail.php?id=33004■希望職種参考にする資料やアンケートの対象により、変化。①ダイヤモンド・オンライン上位ランキングは、商社や金融。旅行系は42位（JTB）までいかないと出てこない。 ※1②毎日ナビでは、文系男女の1位、2位は、JTB、HISと旅行2社。JTBは9年連続首位。③大学の観光学部立教大観光学部から旅行業界へは31/307（約10%)東洋大国際観光学部からサービス業へは43/185（約20%)もっと大学の例は必要だが、実際に観光を学問として学ぶ観光学部から旅行業界に進む率は低い。これをもっと旅行業界に持ってこれないか？※1ダイヤモンド・オンライン(2015)http://www.diamondhr.co.jp/ranking2015/2015_bd.pdf※2 毎日ナビ(2015)http://saponet.mynavi.jp/enq_gakusei/ranking/data/kigyourank_2016.pdf※3立教大学観光学部(2014)https://spirit.rikkyo.ac.jp/career_resource/2014career_ug.pdf※4 東洋大学国際観光学科卒業後の進路(2015)https://www.toyo.ac.jp/site/dtrs/future.html



提案・旅行業界編 人財育成① 奨学金制度 

旅行業界奨学金 
海外留学などを支援 (グローバル人財の育成) 
将来の自分への投資 (優秀な人財の育成) 

奨学金 ⇒旅行業界での勤続年数
に応じて返済額の減額 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■就職率：平均12％これは、各会社が実数を出している可能性の方が低い。よって、必ずしも正しいとは言えない。（一般的には30%と出ていたが本当か？）トラベルビジョン(2007) http://www.travelvision.jp/news/detail.php?id=33004■希望職種参考にする資料やアンケートの対象により、変化。①ダイヤモンド・オンライン上位ランキングは、商社や金融。旅行系は42位（JTB）までいかないと出てこない。 ※1②毎日ナビでは、文系男女の1位、2位は、JTB、HISと旅行2社。JTBは9年連続首位。③大学の観光学部立教大観光学部から旅行業界へは31/307（約10%)東洋大国際観光学部からサービス業へは43/185（約20%)もっと大学の例は必要だが、実際に観光を学問として学ぶ観光学部から旅行業界に進む率は低い。これをもっと旅行業界に持ってこれないか？※1ダイヤモンド・オンライン(2015)http://www.diamondhr.co.jp/ranking2015/2015_bd.pdf※2 毎日ナビ(2015)http://saponet.mynavi.jp/enq_gakusei/ranking/data/kigyourank_2016.pdf※3立教大学観光学部(2014)https://spirit.rikkyo.ac.jp/career_resource/2014career_ug.pdf※4 東洋大学国際観光学科卒業後の進路(2015)https://www.toyo.ac.jp/site/dtrs/future.html



長期休暇の目的⇒69.9%の人が国内外への旅行 ※1  

提案・旅行業界編 人財育成② 休暇制度 

＊参考資料 
※１ 独立行政法人 労働政策研究・研修機構の調査シリーズ  No.85（2011年6月） 
   「年次有給休暇の取得に関する調査」p.27  
   http://www.jil.go.jp/institute/research/2011/documents/085.pdf 

休暇を消化することで、 
      会社と現場社員の双方にメリット 
 

旅行業界こそ有給休暇を！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資料※１　独立行政法人 労働政策研究・研修機構の調査シリーズ  No.85（2011年6月）　　　「年次有給休暇の取得に関する調査」p.27 　　　http://www.jil.go.jp/institute/research/2011/documents/085.pdf

http://www.jil.go.jp/institute/research/2011/documents/085.pdf�


現地(商品)を観る(知る) 

提案・旅行業界編 人財育成② 休暇制度 

有給休暇の消化 

経験値を積む 

会社にとってメリット 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資料※１　独立行政法人 労働政策研究・研修機構の調査シリーズ  No.85（2011年6月）　　　「年次有給休暇の取得に関する調査」p.27 　　　http://www.jil.go.jp/institute/research/2011/documents/085.pdf



提案・旅行業界編 人財育成② 休暇制度 

休暇後の効果(ライフ面) 

有給休暇の消化 

休暇後のリフレッシュ効果 

会社にとってメリット 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資料※１　独立行政法人 労働政策研究・研修機構の調査シリーズ  No.85（2011年6月）　　　「年次有給休暇の取得に関する調査」p.27 　　　http://www.jil.go.jp/institute/research/2011/documents/085.pdf



現地(商品)を 
観る(知る) 

提案・旅行業界編 人財育成② 休暇制度 

休暇後の効果 
(ライフ面) 

有給休暇の消化 
 

休暇後の 
リフレッシュ効果 

 

経験値を積む 
 

会社にとってメリット 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資料※１　独立行政法人 労働政策研究・研修機構の調査シリーズ  No.85（2011年6月）　　　「年次有給休暇の取得に関する調査」p.27 　　　http://www.jil.go.jp/institute/research/2011/documents/085.pdf



提案・旅行業界編 旅行需要の創出① 

ゲーム要素を盛り込んだ旅行 
 ↓（ゲーム感覚で経験を共有） 
①世界遺産スタンプラリー 
        

世界遺産：聖ジョージ教会 

出典：マレーシア政府観光局 



提案・旅行業界編 旅行需要の創出② 

GPSを使用し、 
訪れた地点を表示 

© google map 



提案・旅行業界編 旅行需要の創出③ 

② 次の旅行へつなげるために 

ＳＮＳ 利用 若い世代の旅行への興味喚起 

異国を五感で伝える 

サポートの付加価値 

旅行業界が 
管理すること 
で信憑性ＵＰ 

拡散 

予約機能 

思い立ったらすぐ予約！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
バーチャル（国盗りゲームのように）ではなく、実体験を



      現代社会における 

   旅行会社の存在意義・必要性とは？ 

 
               ＯＴＡ・ＦＩＴの増加  

                              情報の多様化 

     

    個人(ＦＩＴ)等では手に入れられない 

    旅行会社だからこそ実現可能 

 
                              

 

    旅行会社の本質とは・・・？ 

 

提案・旅行業界編 安心・安全 





提案・店頭営業の新モデル編 

キーワード・・・「ライフスタイルマネージャー」 

      「マーケット・イン発想の設計」 
             



【取り巻く環境】 
• 旅行ニーズの多様化（ナノ化） 
• 若者の旅行離れ 
• オンライン・トラベル・エージェント（OTA）
の台頭等による消費者の「リアル店舗」離れ 

• 旅行情報入手の容易さ（⇔情報の氾濫による間
違った情報選択のリスク） 

提案・店頭営業の新モデル編 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・体験要素が重要視されるなど顧客ニーズは多様化しており、従来のパッケージ旅行では多様化するニーズは捉えきれていない・国編での発表でも触れた若者の旅行離れ・OTAや直接手配を通してインターネット利用での旅行予約が伸びる一方、店頭営業の存在意義が問われている・インターネットから容易に絶景ポイントや人気のレストランなどの情報を得られる一方、情報が溢れることで情報の取捨選択がかえって面倒になったり、間違った情報選択のリスクもある



【旅行の窓口】 
• 求めている旅行の出会いに導く専門知識を兼ね
備えた提案 

         
  
• オンライン上での煩雑な情報収集・手配よりも
ワンストップショッピングできるリアル店舗の
便利さ、そして安心感 

ライフスタイルマネージャー 

提案・店頭営業の新モデル編 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お客様のライフスタイル、旅行のニーズも様々。それらに応えるべく提案するのが、旅行会社員がお客様にとってのライフスタイルマネージャーになるということです。旅行は生き物。非日常でありながらもそれぞれの旅行者の生活をきりとった一場面の連続。・旅行会社を使うメリットが見直されてくるのでは。ナノ化するニーズにも寄り添い、メンタル面で安心できる魅力。人と人とのふれあい、ヒューマンタッチが必要です。・米国フォレスターリサーチ及びJTBの調べによると、近年アメリカでのオンライン利用者の不満が高まり、その26％が良い旅行会社に戻ろうと考えているといいます。その理由としては、エアー、ホテル、レンタカー、レストラン、などすべて自らが選択しないといけないという煩雑さがあります。いち早くオンライン販売が普及した英国内においてもその現象は顕著であり、むしろ新規出店増加傾向があるともいわれます。電化製品のインターネット販売もあるが、結局実物をみたいから店舗に出向く。さらにはそこで販売員／担当者／専門家の助言がほしいから来店する／会いに行く。インターネット上とは違い、人対人で話し合いながら予約できる安心感。常連のお客様に対して先に提案してあげることが出来る。とんとん拍子で進む。信頼関係が築ける、顧客になる。高額でもそこに価値を見出し買ってくれるお客様は必ずついてくると信じています。そのためにライフスタイルマネージャーとしてできることそれは、（次項）



ライフスタイルマネージャー 

提案・店頭営業の新モデル編 

【アフターケアサービス】 
• OTAではカード決済して終了 

 
 
 

• 担当店舗として販売後もお客様に寄り添う  
サービス  

• 「今日のお客様を喜ばす」 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・担当店舗として販売後も売り切りでなくアフターケアをしながら、お客様の為に寄り添う。旅行は生き物。決まった形はありません。ハプニングはつきもの。⇒添乗員のようにいつでもお客様の旅行中のニーズに応えられるサービスを提供してあげる。これまで旅行社として培ってきたノウハウを活かし、プロの目線でレコメンドできる強さをお客様への安心感としてさらに提供して差し上げる。売り切って終わりでなく「今日のお客様を喜ばせる」姿勢は必ずお客様に響きます。（添乗経験やお得意様を持つ皆様であれば必ずうなずいて頂けるのではないでしょうか。）（（それによりどんなハプニングもドラマチックな一場面に変えて差し上げるのではないでしょうか。））そこに価値を見出しくれるお客様は必ずついてくると信じています。旅行会社のノウハウを活かしつつ、ナノ化するお客様のニーズに、判りやすく、しかも専門性をもって、どうこたえていくか。ここで、こんな場所を紹介します。



!? 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・ある会社の入り口を入ったところで撮ったものだが、これはどこか？・何となく日本っぽい？



!?!? 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・これは前のスライドと同じ会社の階段部分・これも日本っぽいが、ちょっとわざとらしい？



Apple Vacations & Conventions Sdn Bhd 
No.42-2, Jalan Sultan Ismail, Bukit Bintang Kuala Lumpur 50250 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・答えはクアラルンプールにある、研修で訪問したApple Vacationsのオフィス内・Apple Vacationsはマレーシアを中心に拠点を持つ、訪日旅行最大手のホールセラー・斬新なオフィスのデザインももちろんだが、これを見れば「日本をメインで扱っている」ということが一目瞭然な点に注目・「Apple Vacations=訪日旅行」というイメージが確立できている



会議室は掘りごたつ風！！ 

Apple Vacations & Conventions Sdn Bhd 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・会議スペースは掘りごたつ風になっており、もちろん靴を脱いで上がる



ムスリム専用など複数のカウンター 

Apple Vacations & Conventions Sdn Bhd 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・さらに興味深いのがオフィスビルに併設されたカウンター・一般的な旅行カウンターだけでなくムスリム客向けカウンターも設置、ハラルフードを提供するレストラン情報など、ムスリム向けの情報を揃えている



【日本における従来の店頭営業】 
• 国内・海外などの方面別やチケット単品、 
パックツアーなど商品区分別の店舗設計が中心 

• パッケージ旅行や航空券など、商品ありきの
「プロダクト・アウト」型店舗 

マーケット・イン発想の店舗設計 

提案・店頭営業の新モデル編 

あまり旅行に行かない客層の潜在的なニーズを 
取り込めていないのではないか？？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・今までの店舗は、旅行に行く人、行きたい人向けの設計・JR券、クーポン類のカウンターや、国内、海外など取り扱う商品に応じたカウンター設置・旅行商品ありきの「プロダクト・アウト」型店舗といえる・もともと旅行に行かない人をいかに取り込むかが課題



• 従来の「プロダクト・アウト」型店舗ではなく、
ファミリー、スポーツ愛好者などマーケット別
に専門店舗化またはカウンターを設置 

• 専門店舗ならではの差別化されたサービス提供 

マーケット・イン発想の店舗設計 

提案・店頭営業の新モデル編 

情報提供 旅行販売 

関連物販 細かなニーズ
把握 

旅行販売 

【従来】 【これから】 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・Apple Vacationsのムスリム向けカウンターのように、マーケット別に専門店舗や専門カウンターを設置・旅行商品だけでなく、物販、ターゲットマーケットの細かなニーズ把握による情報提供で複合的に旅行ニーズを創出・ターゲットマーケットを明確にすることで、多様化した需要に応える旅行の提供が可能になる



• 幅広い旅行者層の取り込み 
 (例1)スポーツツーリズム専門店舗 
スポーツショップ店内に旅行店舗を設置し、物品販売
とあわせてスポーツ観戦やスポーツイベント参加に特
化した旅行商品を販売 

 (例2)個人旅行者向けゲートウェイ店舗 
旅行者のゲートウェイとなる空港や観光の拠点となる
ホテ ルに設置。現地の生きた情報やお得なプランを
提供することで、特に旅行会社を介さない旅行者層や
インバウンド客を取り込む 

マーケット・イン発想の店舗設計 

提案・店頭営業の新モデル編 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・例1はスポーツツーリズムに特化した専門店舗。例えば、笹川スポーツ財団の調査によると日本のジョギング・ランニング人口は約1,000万人。このようなポテンシャルの高いマーケットに対し、例えばジョギングシューズ購入に合わせマラソン大会参加、交通、宿泊がセットになったパッケージをタイムリーに紹介する。ただチラシを置くのではなく、物販と合わせた購入メリットを付けることでお客様にとっての魅力や利便性も高まる・例2は既存の観光案内所のような受け身の情報提供ではなく、現地の生きた情報や旅行会社ならではの価値を提供することにより、普段旅行会社を使わない層や、日本の旅行会社に馴染みのないインバウンド客でも利用したくなるような、現地に着いてからのワンストップ店舗



• 新たな旅行需要の創出 
 (例3)メディカルツーリズム専門店舗 
医療機関内に旅行カウンターを設置し、お客様の健康
状態に合わせた旅行プランの提案や、海外で受診でき
る検診プランを販売 
持病がある方や食事制限のある人なども楽しめる、医
学的知見からの「健康になるための旅行」 

マーケット・イン発想の店舗設計 

提案・店頭営業の新モデル編 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・例3は医療機関内に旅行カウンターを設けるアイデア。旅行に行くのをためらいがちな高齢者や持病がある方に医学的なアドバイスや提案をすることで、安心して旅行に行ってもらえるよう後押しする。例えば、それぞれの持病に効果があるとされる温泉を紹介し、パッケージプランを販売する。旅行中の食事や滞在中の過ごし方についてもトータルにサポートすることで「健康になるための旅行」を実現



• お客様の旅行中のライフスタイルを提案 
• 旅行に行かない人々の潜在的ニーズを呼び起こす 
• 新たな旅行需要を創出する 

まとめ 

提案・店頭営業の新モデル編 

• 旅行販売だけではない、お客様のライフスタイル
マネージャーへ！ 

• プロダクト・アウトからマーケット・インへ！ 

How?? 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ライフスタイルもあわせて提案



まとめ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
明日を拓く日本の旅行業のあり方は？「国・旅行業界・旅行会社の役割の認知」「グローバル人財の育成と確保」「多様化するニーズを掴む」「新たな旅行需要を創る」・・・総人口が増えないなかで旅行人口を増やす



これからの旅行業の在り方は… 

国編 

旅行業界編 

店頭営業の
新モデル編 





ご清聴ありがとうございました 
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